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3. 関係者（面会者）リスト 

 所属及び氏名  職位 

国家計画委員会：National Planning Commission (NPC) 
Prof. Sylvester O. Monye Secretary 
Mr. Nwozuzu Samuel Asst. Chief Planning Officer 

 
連邦教育省：Federal Ministry of Education 

Dr. Sam Omiyi Egwu Hon. Minister of Education 
Hajiya. A’ishatu Jibril Dukku Minister of State for Education 
Prof. Afolabi, O. A Permanent Secretary 
Mrs. Ozumba, M. I Deputy Director NATCOM UNESCO 
Ms. A Ogunnaike Deputy Director Secondary Education 
Mrs. Okonkwo, A. O Deputy Director Basic Education 
Mr. Aguiyi, J.C. JICA Officer  
Dr. Uko (Mrs.) Assist Director BACAA 
Ms. Juliana Iyare Assistant Chief Education Officer 

 
連邦財務省：Federal Ministry of Finance (FMOF) 

Mrs. Adeshima Mary Okon Budget office of the Federation 
連邦歳入庁：Federal Inland Revenue Service (FIRS) 

Mr. Omoyele A.B Manager of Tax Policy 
 

基礎教育普及化委員会：Universal Basic Education Commission (UBEC) 
Dr. Ahmed Modibbo Mohammed Executive Secretary 
Prof. Charles.O.Onocha Deputy Executive Secretary (Technical) 
Mr. Wada Zakari Director/ Academic Services 
Dr. C.O.Ubani Director/ Quality Assurance 
Dr. Tony Alabi Director/Planning, Research & Statistics 
Dr. C.C. Agomoh  Deputy Director/ Planning, Research & Statistics 
Mrs. B.O.Onekutu Director/ Admin & Supply 
Mr. J.O.Tolufu Deputy Director/ Social Mobilization 
Ms. Fatina G. Yusuf Legal Adviser 
Mr. Bello Kagara Project Coordinator 
Mr. Avwal Lawal Asst. Director/ Finance & administration 
Mr. Iro Umar Asst. Project Coordinator 
Mr. Yakubu Ali Head of Project 
Arch. Aminu Ahmed Architect 
Mr. Umar Mahmood Principal Accountant 
Engr. Sadiq Sa'ad  Deputy Director/Project Planning unit 
 

カノ州：Kano State 
Malam Ibrahim Shekarau Executive Governor 
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カノ州基礎教育普及化委員会：Kano State Universal Basic Education Board (Kano SUBEB) 

Hajiya Maryam Mansur Yola Executive Chairman 
Mr. Usman A. Abubaker Board Secretary 
Hajiya Aishatu Atiku Director/Planning, Research & Statistics 
Mr. Idris A. Tofa Director/Personal Management 
Mr. Kabbiru A. Ibrahim Director/Junior Secondly School 
Mr. Musa A. Abubayar Deputy Director/Project Planning unit 
Ms. Aminu Umar Deputy Director/Public Relation 
Mr. Jibrin Garba Deputy Director/Statistics 
Mr. Bako Kamilu Deputy Director/Planning Research 
Mr. Abudullahi I. Gwarzo Asst. Director/New Project-JICA Desk Officer 
Mr. Abrahim M. Garko Asst. Director Junior Secondly School/Projects 
Mr. Umma M. Ahmad Asst. Director/Trading 
Mr. Haruna I. Bello Asst. Director/Maintenance 
Mr. Saidu Uba Ibrahim Quantity Surveyor 
Mr. Sule Mustapha Zonal Physical Planning Officer 
Mr. Abdulahim Lawal Zonal Physical Planning Officer 
Mr. Abudullahi Ibrahim C/Photographer 
 

韓国国際協力機構：Korea International Cooperation Agency (KOICA) 
Mr. Cho kyu-chan Resident Representative 
 

在ナイジェリア日本国大使館 
植澤 利次 特命全権大使 
濱野 成 次席 
西田 純 一等書記官（経済協力担当） 
渡辺 信人 一等書記官（経済協力担当） 
掛神 茂幸 二等書記官（警備担当） 
山本 麻紗子 専門調査員 （経済協力担当） 
北村 さやか 委嘱員（草の根担当）（2010 年 1 月まで） 
谷口 万里子 委嘱員（草の根担当） 
吉岡 かな 委嘱員（草の根担当） 

国際協力機構（JICA）ナイジェリア事務所 
鷲見 佳高 事務所々長（2010 年 3 月から） 
美馬 巨人 事務所々長（2010 年 3 月まで） 
藤江 顕 事務所長代理（2009 年 11 月から） 
増田 吉朗 事務所職員（2010 年 3 月から） 
天津 邦明 事務所長代理（2009 年 10 月末まで） 
諏訪 なおい 企画調整員（2009 年 9 月末まで） 
和田 美穂 企画調整員（2009 年 10 月から） 
Mr.Kola Ayandele Education Expert 
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調査対象校 
No. Name of School Position Name 
 1 KUNDILA P.S  Head Master Mr. Wada Ibrahim 
 2 DURMUNAWA P.S Head Master Mr. Musa Usman Tamko 
 3 RANO DAWAKI P.S  Head Master Mr. Ado Mohammed Mousour 
 4 RURUN SCIENCE P.S Head Master Mr. Dattuo Hassan 
 5 RUWAN KANYA P.S Head Master Mr. Isa U.Sarki 
 6 SHAGOGO CENTRAL P.S Head Master Mr. Gambo A. Maigari 
 7 AMARAWA P.S Head Master Mr. Garba Adamu 
 8 NATSUGUNE P.S Head Master Mr. Aminu Abba 
 9 CHAKWADO P.S Head Master Mr. Aliyu Yusuf 
10 YAMMEDI CENTRAL P.S Head Master Mr. Yusuf Garba 
11 KUMBUGAWA CENTRAL P.S Head Master Mr. Danlami Tama 
12 TUDUN KAYA CENTRAL P.S Head Master Mr. Aliyu Garba 
13 DEDERI CENTRAL P.S Head Master Mr. Abudulahabi Ahmed Dederi 
14 YOLA Z/GARI CENTRAL P.S Head Master Mr. Safiyanu Magaji 
15 BICHI KANTI P.S Head Master Mr. Mutapha Ado Yakasai 
16 BADUME S/MODEL Head Master Mr. Umar Shugaba 
17 YANGWARZO P.S Head Master Mr. Ihindo Habbani 
18 JALLI P.S Head Master Mr. Garba Dalhatu 
19 TUMFAFI P.S Head Master Mr. Suleiman Galadima 
20 KWA P.S  Head Master Mr. Rabiu Umar Shana 
21 KUNYA  P.S Head Master Mr. Auwalu Sani Kunya 
22 KUMBOTSO SPECIAL P.S  Head Master Alh.Ado Maigoro 
23 ZAKIRAI YAMMA P.S Head Master Mr. Abdurrahaman Hawana 
24 TUDUN YOLA P.S Head Master Mr. Ado Sani 
25 DUMBULUN P.S Head Master Mr. Nasiru Dahibu 
26 KWANKWASO P.S Head Master Mr. Surajo Abdu 
27 CHINKOSO TUDU Head Master Mr. Shehu Saleh 
28 KADANA P.S Head Master Mr. Suleiman Mukhtar 
29 GANGARBI P.S Head Master Mr. Yahaya Rabiu 
30 BALAN CENTRAL P.S Head Master Mr. Hassan Adamu 
31 RIRUWAI SABON LAYI P.S Head Master Mr. Mohammed Yahaya 
32 TAGWAYE FOCUS P.S Head Master Mr. Alhassan Adamu 
33 DOGWA SPECIAL P.S Head Master Mr. Yusuf Ladam 
34 Special Edu.P.S.BULUKIYA Head Master Mr. Danladi Imam 
35 SABWAR ANGUWA P.S Head Master Mr. Yahaya Garba 
36 TSHON GARU P.S Head Master Mr. Shuaibu Ahmed 
37 KURAKU P.S Head Master Mr. Salisu Aibo 
38 INDABO CENTRAL P.S Head Master Mr. Saminu Adamu 
39 ZANGO P.S Head Master Mr. Musa Usman  
40 DANMADADANHO P.S Head Master Mr. Idris Garba 
41 KANTI P.S Head Master Mr. Usani Balarabe 
42 BAGAUDA P.S Head Master Mr. Hassan Ado 
43 FASSI "A" P.S Head Master Mr. Isyaku Rabiu 
44 DUNDUN P.S Head Master Mr. Nasiru Magaji 
45 RAMIN DAKO P.S Head Master Mr. Mohammed Idi 
46 FAJEWA P.S Head Master Mr. Mutari Usman 
47 KAWAJI/JIGIRYA P.S Head Master Mr. Umar Ahmad 
48 ALKALAWA P.S Head Master Mr. Abdullahi Muhamad 
49 BUREMAWA P.S Head Master Mr. Moho Abou Kiru 
50 LAMBU SCIENCE P.S Head Master Mr. Ahmad Umar Doka 
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5. ソフトコンポーネント計画書 
 

(1) 計画の背景 

現地調査時、50 校の要請校を踏査した中で最も強く認識した問題の一つは、「ナ」国に

おいて公共物を大事に使う・維持管理すると言う習慣が非常に欠乏している点である。現

状のまま施設だけ増築しても、日常の清掃・維持管理活動の重要性について教育しない限

りにおいては、数年のうちに建設整備した施設が破損、劣化が早まるなどの状況は非常に

高い。また、便所ピットの汚泥処理など適宜な実施が必要である。さらに、学校施設の維

持管理に必要な予算が十分に確保できない「ナ」国においては、コミュニティ、PTA 等の

参画・支援なくしては学校施設の維持管理活動は存立できない状況にある。 

他方、SUBEB（州政府基礎教育普及委員会）の中で施設の維持管理問題を担当するセク

ションは、計画・統計・研究局であり、また、各学校の学校運営の末端をモニターするの

に最も身近な位置にあるのは、LGEA（地方政府教育委員会）の視学官である。この機会

に、これら関係者の能力向上を促進し、また、施設建設・供用開始後のモニター、指導監

督体制を強化することは、計画施設が持続的に維持管理されるために大変重要である。 

 
(2) 本プロジェクトの計画概要 

本プロジェクトにおいて支援する内容は、対象校 30 校に対する 287 教室の増設、生徒

用机・椅子 5,740 セット、教師用机・椅子 287 セット、黒板・掲示板 287 面及びトイレ

272 ブースである。 

 
(3) ソフトコンポーネントの目標 

ソフトコンポーネントでの直接の受益者である生徒、その他、学校の維持管理の主な担

い手であるコミュニティリーダー、校長先生・教師等に対してオーナーシップ意識を持っ

てもらい、計画対象施設の維持管理が持続的に行われるよう① ガイドライン・マニュア

ルの整備、② モデル校での維持管理活動の実践、③ ワークショップの開催により、素地

を作ることを目的としたソフトコンポーネントを実施する。また、SUBEB、LGEA の行政

サイドがその後のモニタリング・指導活動が有効的・効率的に行えるツールとしてマニュ

アルの整備を行うことにより、現状の体制が強化される。 

 

(4) ソフトコンポーネントの成果 

このソフトコンポーネントの成果は以下に示すとおりである。 

 
1) 学校施設の実際の維持管理活動の担い手であるコミュニティ、校長先生・教師が、計

画対象施設の維持管理を自らが主体的に参画し、行動しなければならないと言うオー

ナーシップ意識が醸成される。 
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2) 本計画対象施設で学習する生徒に対して、教室、机・椅子等の学校施設は、自分達の

ため、また、今後入学してくる後輩のために大事に使用すべき物であることを認識す

るとともに、学校施設の清掃を自ら行う習慣が身につく。 

 

3) SUBEB 及び対象校が立地する地方政府の LGEA が、建設後の施設維持管理状況をモニ

タリング・指導を行う体制が形成される。 

 

4) 技術と知識が必要な便所ピットからの汚泥処理、施設の維持管理等について、技術の

普及が図られる。 

 

5) 学校側に維持管理マニュアルが整備され、SUBEB、LGEA に対しては、維持管理指導

モニタリングマニュアルが整備され、同時に体制が強化される。 

 

(5) 成果達成度の確認方法 

成果の達成度を確認し評価する方法は、次のようなインタビュー調査、アンケート調査

をソフトコンポーネント実施直後及び本プロジェクト完了直後において実施する。 

• 直接の受益者である生徒にアンケート調査を行う。 
• 校長先生、教師、コミュニティリーダーにインタビュー調査を行う。 

 

(6) ソフトコンポーネントの活動（投入） 

上記の目的を達成するために、以下の作業をソフトコンポーネントとして実施する。 

 

1) ソフトコンポーネントの実施ガイドラインの見直し・修正 

第一次小学校建設計画の前回協力で作成された同ガイドラインは、① 建物維持管理

活動、② 保健衛生活動（便所の使用・清掃、汚泥処理、ゴミ処理方法等）、③ 運営維

持管理費の徴収・積立、管理等であるが、相応の効果は発現されているものの時間の

経過により、意識が薄れている学校も散見されるため、この様な状況に対応できる内

容に見直し・修正を行い、カノ州に適応できる内容に作成することが肝要である。な

お、このガイドラインは基本であり、カノ州の関係機関との協議によりさらに見直し・

修正を行い、継続的に活動の基本となるガイドラインとする。 

 

2) 現地側カウンターパート機関への説明 

上記のガイドラインを用いて、コンサルタントは本プロジェクトのカウンターパー

トである UBEC（基礎教育普及化委員会）、SUBEB に対して説明を行い、本プロジェ

クトでのソフトコンポーネントの目標、目的、実施内容、活動スケジュールについて

の理解を徹底させるとともに、学校施設維持管理活動に対するオーナーシップ意識を

促す。 
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3) 現地タスクフォースの設置 

なお、本プロジェクトでのソフトコンポーネント活動を有効的に、且つ、効率的に

行うためには中心的実務担当者兼推進・普及担当者（ファシリテータ）は不可欠であ

る。また、施設建設後、維持管理活動をモニター・指導することになる SUBEB がこの

ソフトコンポーネントの実施にも主体的に参画することが、その後の持続発展性の確

保の上で重要である。このため、現地実施委員会（タスクフォース）は、SUBEB 内の

計画・統計・研究局を中心として設置する。タスクォースは、計画・統計・研究局長、

SUBEB 内の施設維持管理担当者、SUBEB 内の教育統計専門官、モデル校を所管する

LGEA 代表者、視学官等の 5～6 名で構成する。 

 

4) モデル校の決定および実施スケジュール 

整備対象 30 校を 4 ブロックに分け、その中から先行して維持管理活動を行うモデル

校を選定する。モデル校に対しては、早めに供用を開始できるように工程管理を行う

ものとする。 

 

5) 小学校維持管理マニュアル作成 

現地タスクフォース及びモデル校の校長先生、コミュニティリーダーと協議を行い、

彼ら自身の問題意識を啓発しながらモデル校の完成後にどのように学校施設の維持管

理の改善を行っていくかについて検討・分析する。また、「ナ」国側の当事者意識を高

めるため、コンサルタント側が用意する雛形に基づき、現地側のアイデアを付加した

上で、現地タスクフォースが自らマニュアルを修正する参加型方式とし、オーナーシ

ップ意識の醸成に資するものとする。コンサルタント側は、その過程において、現地

側が作成した案にコメントを加え、指導するものとする。上記により、学校の維持管

理マニュアル及び個々の維持管理活動について生徒に分かりやすいように絵解きした

ポスターを作成する。 

 

6) モデル校における維持管理活動の実践 

上記の維持管理マニュアルに基づき、学校改善につなげるべく率先した維持管理活

動を実際に先生、生徒、PTA 及びコミュニティ関係者に実践してもらう。 

 

7) ワークショップの準備・実施 

• モデル校での維持管理活動努力を計画対象校の全校に普及させるべく、モデル校の周

辺に立地する協力対象校の校長及びコミュニティリーダーをモデル校に招いて、ワー

クショップを実施する。各校の校長、コミュニティリーダーは、モデル校における維

持管理活動の実践を視察し、トレーニングを受けるとともに、意見交換会を行う。 

• ワークショップは、SUBEB を主催者として実施し、現地ファシリテータが率先して

実施させ、その他タスクフォースメンバーが協力モデレーターとなって行う。日本人
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コンサルタントは、全体の監督・指導を行う。 

• ワークショップにおけるトレーニングメニュー、必要な教材・資機材、スケジュール、

役割分担についてタスクフォースと協議し決定する。 

• 現地タスクフォースがワークショップの準備を行う。 

• ワークショップ実施後、現地タスクフォースと反省会を行い、ワークショップ・レポ

ートを作成する。 

 

8) SUBEB の施設維持管理モニタリングマニュアルの作成 

• 計画対象校の維持管理活動のモニタリングを行うためのマニュアルを作成するが、こ

れも SUBEB の自助努力を引き出しながら行う。 

• モニタリングマニュアルはコンサルタントが前回協力での作成分を見直し・作成する。 

• 修正モニタリングマニュアルを基に、コンサルタントは現地タスクフォースと協議し、

現地側のイニシャティブを引き出しながら現地タスクフォースに維持管理マニュア

ルを確認・作成させる。それについて、日本人コンサルタント側で評価を加え、コメ

ントし、フィードバックを行う。以降、モニタリングマニュアルを完成させる。 

• その後、各校には上記モニタリングマニュアルに基づいて、施設の維持管理の状況を

年に一度、LGEA 視学官を通じて報告してもらう。SUBEB は、各学校の維持管理報

告書の全体取りまとめを行い、JICA ナイジェリア事務所に年に一度報告する。 

 

(7) ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

本ソフトコンポーネントは、日本人コンサルタントが全体を監督・指導して実施する。

一方、円滑な実施とその後のモニタリングを有効的・効率的に行うため、カノ州 SUBEB、

当該 LGEA の率先、自発努力を促しながら実施することが肝要である。具体的には、プロ

ジェクト実施上のカウンターパートであるカノ州 SUBEB の計画・調査・統計局長等を現

地ファシリテータに任命し、SUBEB、LGEA 等の行政側関係者並びに校長先生・教師、コ

ミュニティリーダー、生徒、父兄等の学校関係者の理解がスムーズに行われるように努め

るものとする。また、カウンターパートである SUBEB 計画・調査・統計研究局のスタッ

フ、モデル校の LGEA 責任者、視学官からなる現地タスクフォースを設置するものとする。 
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(8) ソフトコンポーネントの実施工程 

ソフトコンポーネントを実施するタイミングは、本プロジェクトで建設された施設を使

用して行うのが効果的であるため、事業実施工程上の後半で実施する。 

 
会計年度

暦年 ２０１０年 ２０１１年 ２０１２年

カレンダー月

項　　目 通算月 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

交換公文（Ｅ／Ｎ）署名  凡例

調達代理機関契約 　 建屋施工工程

入札図書作成、承認、図渡し 調達代理機関

新聞掲載・PQ公示期間 調達代理機関現地傭人

PQ 審査・入札図書配布・入札期間 コンサルタント

コンサルタント現地傭人

コンサルタント

気象特性 雨季 雨季 コンサルタント現地傭人

ロット1-4<1ロット=6~８サイト×4ロット）=30サイト>

4,5教室-棟数1サイト1棟

6,7,8,9,10教室-棟数１サイト2棟

11,12,13,14教室-棟数１サイト3棟

16,17,19教室-棟数１サイト4棟 国内 現地 渡航 国内 現地 渡航 現地

21教室-棟数1サイト5棟 M/M M/M 回数 M/M M/M 回数 M/M M/M

格付 人数  
1.0

事務所開設
1.0

事務所閉鎖

（日本人）

統括者 2号 1
1.0 1.0

2.00 1.50 2.00

常駐統括補佐 4号 1
4.5

4.50 0.50 4.50

国内担当者1（入札図書作成） 3号 1
0.7

0.70 0.70

国内担当者2（契約・資金管理） 4号 1

　調達資金の口座開設・資金移動
0.10 0.10

　弁護士選定
0.10 0.10

　元請コンサルタント契約
0.05 0.05

　施工業者選定
0.80 0.80

計 4
1.75 6.50 2.00 8.25

（現地雇用）

契約資金管理-1 1
4.5

4.50

雑用係 1
4.5

4.50

運転手 1
4.5

4.50

計 3
13.50

（日本人）

統括者 2号 1
0.5 0.5 1.0

2.00 2.50 2.00

常駐統括補佐 4号 1
15

15.00 1.50 15.00

完成検査 3号 1
0.23

0.23 1.00 0.23

国内担当者2（契約・資金管理） 4号 1
0.00

　支払い手続き(業者）
1.50 1.50

　支払い手続き(元請コンサルタント）
0.04 0.04

　支払い手続き（弁護士）
0.05 0.05

　調達資金口座管理（四半期報告書作
成） 0.60 0.60

　瑕疵検査終了支払い
0.10 0.10

計 4
2.29 17.23 5.00 19.52

（現地雇用）

資金管理 1 15
15.00

雑用係 1 15
15.00

運転手 1
15

15.00

計 3 45.00

技術監理1 2号 1
1.0 1.0

2.00 1.50 2.00

技術監理2 3号 1
0.5

0.50 0.00 0.50

計 2
0.50 2.00 1.50 2.50

建築技術者 1
1.0 0.5 1.0

2.50 2.50

積算担当者 1
1.0 1.0

2.00 2.00

計 2
4.50 4.50

技術監理1　全拠点 2号 1
0.5 0.5

1.00 1.50 1.00

技術監理3　(統括常駐監理者)
3号 1

14

14.00 1.00 14.00

技術監理4　(常駐監理者)
4号 1

12

12.00 1.00 12.00

技術監理5　(常駐監理者)
4号 1

14

14.00 1.00 14.00

技術監理6　(完成検査員) 3号 1
0.23

0.23 1.00 0.23

計 5
41.23 5.50 41.23

ロット1-4

主任技術監理者1～4(建築技術者) 4
（10ヶ月*1人、12ヶ月*2人、14ヶ月*1名）

1 49
48 0.92 0.23*4

48.92

監理技術者(建築技術者) 15
0.92 0.23*4

168.92

積算担当者 1 14
14.00

雑用係 1
14

14.00

運転手 3
（14ヶ月*2人、12ヶ月*1人） 40

40.00

計 24
285.84

ソフトコンポーネント担当員 4号 1
1.0

1.00 1.00 1.00

ソフトコンポーネント技術要員 1
1.0

1.00

実施設計 施工監理 日本人
合計

ソ
フ
ト
コ
ン
ポ
ー

ネ
ン
ト

日
本
人

現
地
傭
人

0.01×4
=0.04

0.1×6=0.6

0.025×4
×1=0.1

0.01×5
=0.05

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

0.025×4
×15=1.5

20

契約

0.40

1615

G/A

工

事

管

理

日

本

人

日
　
　
本
　
　
人

日
　
　
本
　
　
人

現

地

傭

人

1

契
　
　
　
　
　
約

契
約

調
　
　
　
達

施
工

「ナ｣国承認・業者契約

1

17

123 64 5 7 8 10

担　　当

日
　
　
本
　
　
人

72

18

9 11

評価・交渉

0.10

0.10

10ヶ月

入札

閣議 E/N

A/A

0.05

2 64 53

19 26

31 21210 1198

現
　
地
　
傭
　
用

23 2524

0.40

21 22

6ヶ月

12ヶ月

14ヶ月

168

14ヶ月

総　　合　　計

現
　
地
　
傭
　
人

設
　
　
計
　
　
監
　
　
理
　
　
要
　
　
員
　
　
計
　
　
画

入

札

業

務

施
　
　
　
工
　
　
　
監
　
　
　
理

現
　
地
　
傭
　
人

調
　
　
達
　
　
代
　
　
理
　
　
機
　
　
関
　
　
要
　
　
員
　
　
計
　
　
画

入

札

業

務

管

理

（6ヶ月*2人、10ヶ月*3人、12ヶ月*7人、14ヶ月*3
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表-1 技術指導工程表 

 平成 22 年度 平成 23 年度 

カレンダー月 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

通算月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

備考 

カノ州 

（4 Block） 

             

 

 

  

 

(9) ソフトコンポーネントの成果品 

本計画のソフトコンポーネント実施により得られる成果品として 

• ソフトコンポーネント実施ガイドライン修正案（コンサルタント） 

• ソフトコンポーネント実施ガイドライン（コンサルタント、UBEC、SUBEB） 

• 施設維持管理マニュアル（各学校） 

• 施設維持管理指導モニタリングマニュアル（SUBEB） 

 

(10) 相手国実施機関の責務 

• 「ナ」国政府は、このソフトコンポーネント実施に協力する現地タスクフォースを設

置する。この現地タスクフォースは、本件の実施時のカウンターパートである SUBEB

の計画・調査・統計研究局が中心となって設置する。 

• オリエンテーション、ワークショップ実施時には、この現地タスクフォースの中から

議事進行を円滑に進めるファシィーリテーターをアサインする。 

• カノ州の計画対象 30 校への連絡、指導等は、SUBEB、UBEC が責任をもって行う。 

• SUBEB は、30 校に召集をかけてモデル校でのオリエンテーション、ワークショップ

を主催する。 

• ワークショップ開催に先立ち、コンサルタントと打ち合わせしつつ、現地タスクフォ

ースは、小学校の維持管理マニュアルを自助努力的に作成する。 

• このソフトコンポーネント実施の終盤においては、現地タスクフォースは、コンサル

タントと打ち合わせしつつ、SUBEB の施設維持管理モニタリングマニュアルを自助

努力的に作成する。 

• ソフトコンポーネント実施後の施設維持管理状況をモニターする。また、維持管理状

況の年次報告書の取りまとめを行い、年に一度 JICA ナイジェリア事務所に報告する。 

1.0 ヶ月 

（日本人）

（現地傭人）
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別添‐1 

 

ソフトコンポーネント詳細工程 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
1 ガイドライン・マニュアルの整備
2 カウンターパートとの協議
3 モデル校の選定
4 維持管理活動の実践（Aブロック）

維持管理活動の実践（Bブロック）
維持管理活動の実践（Cブロック）
維持管理活動の実践（Dブロック）

5 ワークショップ開催
6 評価会

日程
項目・内容No.
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